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シルバー五泉令和 2年 8月 10 日 （2）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
と
も
に

理
事
長
　
布
施
　
勝

　

こ
の
度
「
理
事
長
」
と
し
て
再

任
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
定

時
総
会
で
は
、
全
上
程
議
案
を
議
決
承
認
い
た
だ
き
、

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
度
は
、
三
十
周
年
記
念
事
業
や
新
年
会
を

開
催
し
、
「
共
同
・
共
助
」
そ
し
て
「
共
楽
」
の
活
動

を
高
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
三
月
に
入
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
の
後
の
活
動

い
て
の
議
案
が
審

議
さ
れ
、
満
場
一

致
で
原
案
ど
お
り

承
認
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

退
任
さ
れ
る
役

員
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
続
い
て
選

任
さ
れ
た
新
役
員

の
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
伊
藤
副

理
事
長
の
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
総
会

は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
理
事
会
に
お
い
て
理
事
長
に
布
施

勝
氏
、
副
理
事
長
に
伊
藤
紀
雄
氏
、
常
務
理
事
に
熊

倉
淳
也
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
二
十
年
表
彰
四
名
〉（
敬
称
略
）

　

五
十
嵐
欣
司　

�

大
塚　
　

満

　

佐
藤　
　

正　

�

松
沢　

一
夫

〈
十
年
表
彰
四
十
四
名
〉（
敬
称
略
）

　

目
黒
ノ
リ
子　

�

長
谷
川
俊
明　

�

安
中　
　

武

　

鈴
木　

京
子　

�

佐
藤
輝
代
司　

�

立
石　

敏
雄

令
和
二
年
度 
被
表
彰
者

五
月
二
十
九
日
（
金
）
、
五
泉
市
福
祉
会
館
に
お

い
て
出
席
会
員
三
十
名
、
委
任
状
の
提
出
者
五
一
九

名
、
合
計
五
四
九
名
の
も
と
、
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
で
き
る
限
り
本
人
出
席
を
控
え
て

い
た
だ
き
、
委
任
状
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
、
表
彰
式
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

布
施
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
長
に
三
好
照

吉
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
定
足
数
の
報
告
後
、
次
第
に

基
づ
き
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
一
号
「
令
和
元
年
度
収
支
補
正
予
算
」
、

報
告
第
二
号
「
令
和
二
年
度
事
業
計
画
」
、
報
告
第

三
号
「
令
和
二
年

度
収
支
予
算
」
に

つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
次
に
、

第
一
号
議
案
「
令

和
元
年
度
事
業
報

告
」
、
第
二
号
議

案
「
令
和
元
年
度

決
算
報
告
」
及
び

「
監
査
報
告
」
、

第
三
号
議
案
「
役

員
の
選
任
」
に
つ

令
和
二
年
度 

定
時
総
会

理
事
長・委
員
長
あ
い
さ
つ

　

河
内　

正
巳　

�

入
沢　

裕
子　

�

八
田
平
八
郎

　

斉
藤　

晃
策　

�

石
本　

孝
子　

�

新
保
み
ど
り

　

河
合　

洋
子　

�

松
尾
ス
イ
子　

�

酒
井　

武
夫

　

加
藤　

正
巳　

�

川
瀬　

勝
也　

�

岩
城　

盛
栄

　

関
塚
美
恵
子　

�

栗
原　
　

保　

�

五
十
嵐
依
子

　

目
黒　

正
男　

�

大
湊　

久
二　

�

蒲
沢　

義
弘

　

伊
藤　

正
昭　

�

熊
倉　

正
道　

�

五
十
嵐
一
義

　

山
崎
マ
サ
子　

�

石
塚　
　

武　

�

吉
井　

輝
吉

　

久
保　

壽
孝　

�

石
塚　

孝
夫　

�

山
田　

甚
一

　

保
科　

光
伸　

�

野
平　

和
喜　

�

大
塚　

律
子

　

三
好　

照
吉　

�

山
崎　
　

茂　

�

関
谷　

俊
一

　

齋
藤　

一
良　

�

山
口
喜
代
治　

�

笠
原　

久
良

　

渡
辺　

徳
三　

�

鈴
木
せ
つ
子



シルバー五泉（3） 令和 2年 8月 10 日

や
事
業
、
会
合
な
ど
が
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
こ

と
は
誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
の
自
粛
生
活
で
の
雑
想
を
書
い
て
み
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
々
は

誠
に
お
気
の
毒
で
あ
り
、
ま
た
感
染
し
て
い
な
い

方
々
も
自
粛
生
活
な
ど
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
何
か
良
い
こ
と
は
無
か
っ
た
か

と
考
え
て
み
ま
し
た
。
モ
ノ
の
無
い
時
代
を
知
る
世

代
か
ら
み
れ
ば
塾
熱
社
会
で
モ
ノ
が
溢
れ
て
い
る
た

め
、
大
抵
は
食
生
活
な
ど
に
困
る
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
不
要
・
不
急
の
外
出
を
減
ら
し
自
宅
に
居

る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
学
校
も
休
み
で
孫
達
と
一
緒

に
い
る
時
間
が
増
え
た
た
め
、
家
庭
で
の
会
話
も
多

く
な
り
、
背
中
合
わ
せ
の
夫
婦
関
係
も
良
く
な
っ
た

と
思
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
私
の
逆
転

の
法
則
で
す
。
と
り
わ
け
我
々
老
人
は
、
老
い
の
経

験
と
知
恵
で
何
事
も
前
向
き
な
生
き
方
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
老
い
て
こ
そ
の
生
活
が
楽
し
く
生
き
甲
斐

が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
経
験
を
生
か
す
と
い
う
意
味
か
ら

も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、
社
会
貢
献
と
地
元
の
活
性
に
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
共
働
・
共
助
・
共

楽
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
も
う
少
し
の
期
間
「
理
事
長
」

と
し
て
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

安
全
適
正
就
業
推
進
委
員
会

委
員
長
　
木
村
　
健
弥

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

中
、
令
和
２
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響

で
会
員
皆
様
の
就
業
機
会
に
も
減
少
が
生
じ
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
今
年
度
セ
ン
タ
ー
の
役
員
改
選
に
伴

い
新
委
員
と
し
て
６
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
任

期
２
年
の
責
務
を
全
う
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
い
つ
ま
で
も�

働
く

喜
び�

無
事
故
か
ら
」
に
基
づ
き
、
会
員
皆
様
と
共
に

安
全
就
業
を
目
標
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
は
就
業
事
故
（
傷
害
・
賠
責
等
）
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
熱
中
症
も
含
め
事

故
の
減
少
を
図
り
事
故
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
委
員

会
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
解
決
策
の
一
環
と
し

て
安
全
研
修
会
の
実
施
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
通
じ

事
故
撲
滅
の
徹
底
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。事

業
活
動
推
進
委
員
会

委
員
長
　
立
石
　
敏
雄

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
し
な
が

ら
の
就
業
、
ご
苦
労
様
で
す
。
事
業
活
動
推
進
委
員
会

は
年
４
回
の
委
員
会
を
開
催
し
事
業
活
動
を
検
討
し
て

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
草
を
コ
ロ
ナ
の

関
係
で
中
止
と
致
し
ま
し
た
が
、
10
月
の
高
齢
者
活
躍

人
材
確
保
育
成
事
業
『
植
木
冬
囲
い
講
習
会
』
、
普
及

啓
発
活
動
で
あ
る
『
シ
ル
バ
ー
の
日
』
や
そ
の
他
の
講

習
会
、
ま
た
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
事
業
と
し

て
『
新
年
会
』
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
事
業
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
よ
り
円
滑
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
会
員
皆
様
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

活
動
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

広
報
委
員
会委

員
長
　
倉
地
　
孝
夫

　

広
報
委
員
と
し
て
年
二
回
発
行

の
『
シ
ル
バ
ー
五
泉
』
と
毎
月
発
行
（
一
月
、
八
月
は

除
く
）
の
『
サ
ロ
ン
・
シ
ル
バ
ー
Ｇ
ｏ
ｓ
ｅ
ｎ
』
の
記

事
作
り
や
編
集
に
携
わ
り
早
や
五
年
を
迎
え
ま
し
た
。

委
員
は
男
性
四
名
女
性
一
名
と
事
務
局
二
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
回
の
委
員
会
で
は
委
員
の
皆
さ
ん
と

ペ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
頭
を
悩
ま
せ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
も
楽
し
い
活
動
の
一
環
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
内
容
の
充
実
の
た
め
委
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
く
決
意
で
す
。
な
お
会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿

（
写
真
、
趣
味
、
俳
句
、
川
柳
等
）
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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新
役
員
紹
介

役　　職 氏　　　名 総務委員会 安全・適正就業
推進委員会

事業活動
推進委員会 広報委員会 備　　考

理 事 長 布　施　　　勝
副 理 事 長 伊　藤　紀　雄 ●
常 務 理 事 熊　倉　淳　也 ● 事務局長兼務
理 事 林 　 　 　 　 学 ● 高齢福祉課長

〃 稲　田　栄　子 副委員長
〃 市　川　秀　夫 ●
〃 渡　邉　芳　子 ●
〃 倉　地　孝　夫 ● 委員長
〃 立　石　敏　雄 ● 委員長
〃 樋　口　幸　衛 副委員長
〃 阿　部　八百蔵 副委員長
〃 木　村　健　弥 ● 委員長

監 事 石　黒　範　子
〃 三　好　照　吉

会 員 安　中　　　武 ●
〃 捧　　　徳　榮 ●

地 域 班 長 中　川　　　修 ●
〃 小　出　秀　夫 ●
〃 今　井　　　豊 ●
〃 廣　瀬　義　和 ●

会 員 桐　生　光　博 ●
〃 五十嵐　欣　司 ●

地 域 班 長 渡　部　孝　明 ●
〃 佐　藤　輝代司 ●
〃 浦　澤　正　邦 副委員長
〃 榎　本　清　一 ●

会 員 小　林　正　則 ●
〃 安　中　榮　八 ●

事 務 局 伊　藤　信　之 ● ●
〃 斎　藤　直　樹 ●
〃 宮　嶋　敦　也 ● ●
〃 山　﨑　　　恵 ●
〃 木　村　絵　利 ●

新
役
員
・
各
委
員
の
顔
ぶ
れ

（
後
列
）

常
務
理
事
／
熊
倉　

淳
也

理　

事
／
倉
地　

孝
夫

理　

事
／
市
川　

秀
夫

理　

事
／
樋
口　

幸
衛

理　

事
／
立
石　

敏
雄

理　

事
／
木
村　

健
弥

※
写
真
な
し

理　

事
／
林　
　
　

学

（
前
列
）

監　

事
／
三
好　

照
吉

理　

事
／
渡
邉　

芳
子

副
理
事
長
／
伊
藤　

紀
雄

理
事
長
／
布
施　
　

勝

理　

事
／
稲
田　

栄
子

監　

事
／
石
黒　

範
子

理　

事
／
阿
部
八
百
蔵
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五泉地区
地域№ 班長氏名 担当地域 地域№ 班長氏名 担当地域
501010 河内　正巳 横町、本町１ 503140 吉田　　仁 曙町、五十嵐新田、川瀬
501030 ※鳥屋幸雄 南本町 503150 落合　義春 木越
501040 長井　慶一 吉沢、駅前 504160 長谷川義一 三本木
501050 佐藤　正弘 寺沢 504170 金子　　勲 船越、羽下、下条
501090 安中十四光 能代、二ツ柳、今泉、町屋 504180 松田　　宏 水島町
502020 夏井　兼策 本町５、６ 505190 五十嵐利英 菅出、大須郷、大蔵、柄沢、不動堂
502060 ※廣瀬義和 泉町、宮町、本町２～４、馬場町、錦町 505200 中川　　修 中川新
502070 夏井　芳一 東本町、旭町、郷屋川 505210 小日山卓二 土堀、猿和田、四ツ屋新、赤羽、東栄町、東四ツ屋
502080 ※岩村健助 伊勢の川、北五泉駅前 506220 田代　政之 丸田、山崎、小熊
502100 ※今井　豊 土深、石倉、五泉（中野） 506230 ※木津眞一 橋田、尻上、西四ツ屋
503110 渡部　孝明 赤海１、緑町 507240 井野元　守 馬下
503120 河合　敏彦 赤海２ 507250 権平　孝男 笹堀、小流、尾白、荻野島
503130 佐藤輝代司 太田、赤海（善願） 507260 齋藤　一良 論瀬、一本杉、高山

村松地区　
地域№ 班長氏名 担当地域 地域№ 班長氏名 担当地域
511510 小出　秀夫 大蒲原、牧、高松、上野 512600 山田　雄晃 日の出町、愛宕、八幡
511520 剱　　　修 寺田、南田中、青橋、刈羽 513580 鶴巻　松一 春日、新道、御徒士町
511530 ※斉藤一男 中野橋、笹野町、長橋、中名沢、千原 513590 小林　　晃 仲丁、新丁、城下
511540 ※笠原久良 十全、戸倉 513610 加藤　節男 本田屋、宮野下、木越
512550 落合　秀夫 矢津、矢津川、阿弥陀瀬、夏針、番坂 513620 榎本　清一 石曽根
512560 酒井　武夫 川内、暮坪、笹目 513630 田中　純三 小新保、新田町、秋葉町、若葉町
512570 浦澤　正邦 寺町、新町、城町、学校町

●●地域班長が替わりました●●

自分の班の班長を確認しておきましょう！！

※今年交代した人

全
国
統
一
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
令
和
二
年
度
～
令
和
四
年
度

　
い
つ
ま
で
も

　
働
く
喜
び

　
無
事
故
か
ら

　
　
　
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
事
故
が
多
発
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
に
入
り
、
傷
害
事
故
は
熱
中
症
の
２

件
、
賠
責
事
故
は
５
件
発
生
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
７
月
の
安
全

適
正
就
業
強
化
月
間
中
は
無
事
故

で
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
安
全

第
一
を
心
掛
け
、
事
故

に
遭
わ
な
い
た
め
に
も

日
頃
か
ら
の
作
業
機
械

の
点
検
、
体
調
管
理
に

十
分
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

安
全
な
作
業
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

城跡公園　草刈り作業



シルバー五泉令和 2年 8月 10 日 （6）

事
務
局
だ
よ
り

　

本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
騒
動
で
始
ま
り
、
早
半
年
が
過
ぎ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
収
束
す
る
気
配
が
あ
り

ま
せ
ん
。
経
済
へ
の
影
響
も
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
か
ら
連
想
さ
れ
る
「
倒
産
」
「
廃
業
」
の

負
の
イ
メ
ー
ジ
が
現
実
と
な
っ
て
い
る
昨
今
で
す
。

又
、
死
者
も
多
数
出
て
い
ま
す
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
、
結
局
の
と
こ
ろ
自
分
の
体
は
自
分
自
身
で
守
る

他
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
総
会
も
制
限
さ
れ
た

中
で
行
わ
れ
、
ま
た
行
事
等
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
後
半
戦
は
全
会
員
が
一
層
の
健
康
に
留
意

し
、
怪
我
と
事
故
の
な
い
よ
う
努
め
、
暑
い
夏
を
乗
り

切
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。�

（
広
報
委
員
一
同
）

　

「
新
し
い
生
活
様
式
」
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
３
つ
の
基
本
で
あ
る
、
①
身
体
的

距
離
の
確
保
、
②
マ
ス
ク
の
着
用
、
③
手
洗
い
の
実

施
や
「
３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
会
）
」
を
避
け

る
、
等
を
取
り
入
れ
た
日
常
生
活
の
こ
と
で
す
。

　

「
新
し
い
生
活
様
式
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
予
防
に
有
効
で
す
が
、
夏
場
に
実
践
す

る
際
に
は
、
熱
中
症
対
策
に
も
留
意
が
必
要
で
す
。

　

暑
さ
を
避
け
、
水
分
を
取
る
な
ど
の
「
熱
中
症
予

防
」
と
、
マ
ス
ク
、
換
気
な
ど
の
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
両
立
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
付

　
　

臨
時
職
員　

二
野
宮
悦
子

　

月
２
回
入
会
説
明
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
り
た
い
、
高
齢
者
に
あ
っ
た
仕

事
が
し
た
い
と
い
う
ご
友
人
や
お
知
り
合
い
が
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

一
緒
に
働
く
仲
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
入
会
説
明
会

　
● 

第
２
木
曜
日　
午
前
９
時
30
分
～
五
泉
市
福
祉
会
館

　
● 

第
４
金
曜
日　
午
後
２
時
～
村
松
支
所

　
　

 

※
日
時
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

配分金振込予定日
令和 2 年

8 月 25日（火）
9月 25日（金）
10月 23日（金）
11月 25日（水）
12月 25日（金）

令和 3 年

1 月 25日（月）
2月 25日（木）
3月 25日（木）

事業実績及び会員数の前年比較〈6月末〉
【派遣】	 【請負・委任】 【会員数】
区　分 令和２年度 平成元年度 区　分 令和２年度 令和元年度 ■ 会員数652人

令和２年6月末

■ 男性：438人
■ 女性：214人

登録会員数 222人 220人 会 員 数 652人 660人
受託件数 88件 98件 受託件数 1,430件 1,645件
就業実人員 100人 109人 就業実人員 400人 419人
就業延日人員 2,781人日 2,884人日 就業延日人員 12,720人日 14,428人日

契
約
金
額

公 共 13,035,914円 12,865,341円
契
約
金
額

公 共 31,838,511円 35,769,168円
民 間 4,352,590円 4,659,248円 民 間 20,129,253円 21,383,131円
計 17,388,504円 17,524,589円 一般家庭 10,160,700円 11,140,032円

計 62,128,464円 68,292,331円

男性
67％

女性
33％

退
　
職

編
集
後
記

仲
間
を
増
や
そ
う
！

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
×
熱
中
症
予
防


